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1.イベントの概要 

タイトル KAWANA Earth Festa 2024（かわな あーすふぇすた） 

実施目的 
コロナ禍で落ち込んでいた観光地へも国内外から客足が戻って来ている。その中で、周辺住民だ

けをターゲットとしたイベントではなく、観光客も立ち寄ることができるイベントの開催が注目

されている。特に環境や健康に配慮された商品を提供するショップが連なる「エコマルシェ」が

日本各地で開かれており、伊東市の観光業の活性化と環境への配慮を PR することを主な目的と

して、「Kawana Earth Festa2024」を開催。 

 

2.イベントの詳細 

内容 
・環境に配慮した商品やサービス等の紹介と販売 

・各店舗から排出されるゴミを減らすために、レンタル食器の導入（PADI 様） 

・協賛品を寄付の返礼品としてお渡し、選べるお礼グッズ（イシグロ様、PADI 様） 

・海岸清掃（事前のアナウンスを行い、一緒にゴミ拾い） 

・「海ゴミ買い取りますプロジェクト」水中清掃を促すための試験実施 

・協賛品の販売（海女屋様のところてん、えんのかま様の廃瓶を混ぜた陶器のお皿） 

・回収してきたゴミを展示するブースの設置（買い取りますの横） 

ターゲット 
川奈へダイビングをしに来るダイバー、地元住民、観光客 

期間 2024 年 5 月 4 日 （土)  5 月 5 日 （日) 2 日間 

場所 
川奈ダイビングエリア（駐車場～エントリー口間の壁沿い） 

周知方法 
・ダイビングサービスでのポスター、ダイビングショップへの DM ハガキ 

・SNS 等での事前告知や出店者の紹介 

関係者 MORE 企画：静岡県の伊豆にて環境活動に取り組む、非営利団体（主催・運営・企画） 

会場：いとう漁協 川奈支所 川奈ダイビングサービス（企画・場所提供） 

協賛：伊豆新聞、伊東市観光課、海上保安庁（MPS 伊東） 

https://seaoceanbeach2086.wixsite.com/morekikaku


出店者 

合計 23 名 
nao’s illustration：お魚イラストのグッズ販売（売り上げを環境活動団体へ寄付） 

halehapakailii：海のレジンアート（アップサイクル商品） 

MIHANADA：水中ゴミ拾いポーチ（環境のことを考えた水中ゴミ拾いバッグ） 

HOSSY：アルミ製の魚の洗濯ばさみ（脱プラスチックの洗濯ばさみがテーマ） 

まるまるどっぐす：オーガニック、天城産伊豆鹿肉ジャーキー、河津川産天然鮎ジャーキー 

彩✴︎sai アート店：ワンポイントフィンアート 

happy planet：エシカル雑貨をハンドメイド、エコたわしやアップサイクルの販売 

TSUGU：海で見つけたカケラをアップサイクル、収益の一部を海洋汚染問題に取組む団体に寄付 

たけみごはん：野菜たっぷりの彩り弁当（化学調味料・白砂糖不使用、天然の塩使用） 

ハナのつむじ：伊豆の無農薬野菜お弁当、無農薬ジュース、自家焙煎珈琲、身体に優しいおやつ 

珈ノ鳥珈琲：バタフライカップを使用したノープラスチックコーヒー店 

くろいあひる：天然酵母ドーナツを無添加で販売、その場で揚げて提供 

ふりだやカレー：食材にこだわったエスニックカレー、ノープラスチック 

おむすび café：地産地消の身体に優しいおむすび、ノープラスチック 

Rainbow of grace：エコ・安心・安全を心がけた美味しいカンパーニュホットサンド 

DJ：masa&tomo&イムハＱによる DJ ブース 

宣伝広報 ・Instagram にて広告 

・ダイビングショップへの DM 配布（タンクサービス券付き） 

・ポスター、チラシの配布 

・ウェブサイト内での告知 

・メディア事前掲載（伊豆新聞、ダイビング WEB マガジン） 

2023 年と

の変更点 

・海ゴミを買い取るコーナーの設置（昨年は無し） 

・ゴミを減らすためにレンタル食器の導入（昨年は実施無し） 

・MORE 企画の受付寄付ブースの設置（昨年は設置無し） 

・出店数の増加（13 店舗→16 店舗） 

・キッチンカーの出店（昨年は電源の関係で出せなかった） 

・拾ったゴミの一時置き場の設置（可視化するため） 

・ゴミの回収量の大幅増加（60 ㎏→300 ㎏） 

・来場者の増加（160 名→481 名） 

 

3.実施実績  

 4 日 5 日 合計 

来場者（一般） 約 200 名 約 100 名 約 300 名 

来場者（ダイバー） 104 名 77 名 181 名 

ビーチクリーン 50 名 15 名 65 名 

回収ゴミの量 200 ㎏（ビーチ・水中） 100 ㎏（ビーチ・水中） 300 ㎏ 

ゴミ買い取り企画 

（予算 10,000 円） 

参加 35 名のダイバー 

3,500 円分 

参加 19 名のダイバー 

1,900 円分 

54 名のダイバー 

5,400 円分 

 

 

https://www.instagram.com/nao_arimori/
https://www.instagram.com/hale_hapa_kailii.kilo/
https://mihanada.net/
https://www.mondialtokyo.shop/
https://marumarudogs.base.shop/
https://lit.link/saigallery
https://linkfly.to/40205dGIpHV
https://www.instagram.com/tsugu1519/
https://www.instagram.com/takemigohan
https://www.instagram.com/hananotsumuji/
https://www.instagram.com/konotori_coffee/
https://www.instagram.com/kuroi__ahiru/
https://www.instagram.com/hridaya112277/
https://www.instagram.com/cafe.omusubi/
https://www.instagram.com/rainbow.of.grace


4.実施の様子と内容 

会場 時間 両日 09:00～15:00 

来場者数 約 481 名（ダイバー含む） 

出店数 16 店舗 

内容 環境フェスティバル 

会場の様

子 

 



海岸清掃 時間 11:00-11:30 

参加者数 2 日間で計 65 名 

内容 いるか浜の清掃、川奈ビーチ EN,EX スロープ横 

清掃の様

子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5.その他・感想（SNS やメッセージで届いた声＆会場で聞いた声まとめ） 

みんなの声 ＜良い点＞ 

・ゴミの買い取り企画は目から鱗！思いつきもしなかった。良いきっかけになる 

・海の傍のイベントはとても気持ちがいい。毎日出店して欲しい 

・DJ の音楽と景色が最高にマッチしていた 

・ここまで環境に配慮している商品や食べ物だけが並んだマルシェははじめて来た 

・会社でも CSR の活動はどんどん広がっているので、これでダイバーの意識も上がって欲しい 

・ゴミがたくさん出るマルシェが多い中で、今回はゴミがなく良かった 

・ダイビングに来るとコンビニ飯になりがちだから、身体に良い地産地消が食べられて嬉しい 

・とにかくロケーションが最高！！ 

・MORE 企画を知らなかったけど、こんなに良い活動をしているのを知れてよかった 

・ダイバーとしてできることが以外にもたくさんあるのだと知れた 

・山のゴミと海のゴミが繋がっていることをこれまで考えていなかったので、勉強になった 

・ゴミ拾いはしているけど、ゴミを出さない工夫はできていなかったのでこれから頑張る 

・天然のところてん美味しかった！初めて食べた！ 

・100 円をもらうために、ゲーム感覚でゴミ探しができた。魚そっちのけで探した 

・飛び込みでビーチクリーンをしている人がいた。常時、道具の貸し出しをしてもいいかも 

・海上保安庁の人たちに会えると思わなかった。嬉しかった！ 

・普段、他のお店の人と話すことはないが、今回は「行ってらっしゃい」など声掛けしてくれ

て嬉しかった。基本的にワイワイするのが好きなので、いつもブースが出ていると良い 

＜改善点＞ 

・イベントがあること知らず、ダイビングショップが用意したお弁当を食べてしまった 

・駐車場がわかりづらかった（遠くにとめてしまった） 

・日影がなくて商品に直射日光が当たってしまって困った 

・レンタル食器への促しが難しかった（初日は、一か所で貸し出していたため） 

・前を通らなかったので、食事が売っていることを知らずカップラーメンを食べてしまった 

・イベントを知っていたら、川奈をリクエストしていた。行けなくて残念… 

・ビーチは風が強くて、袋にゴミを入れづらかった 

・朝のうちにご飯を予約しておけばよかった。食べようと思った時には売り切れていた 

運営の感想 今回、レンタル食器の導入や海ゴミ買い取りの導入は試験的に実施しました。レンタル食器に

関しては、初日「50 円で借り放題」としましたが、結局来場者が一か所に置かれた食器を取り

に来なければならず、またそれを店頭で説明する手間もあったためなかなか上手く機能しなか

った（テイクアウト容器を持って歩いている人が 7 割以上だった）そこで、翌日はレンタル無

料にして、各店舗に必要な食器を配布。基本的には、洗える食器で提供することを前提にお願

いをした。結果、使用者の割合は逆転しほとんどがレンタル食器で飲食を楽しんでいた。（洗浄

は大変になったが、そこは役割分担でカバー）店舗側からも、「ゴミが減ってとても助かるし、

プラスチック容器で食べるよりも、洗えるお皿で食べてもらった方が売る側も嬉しい」との声

を全店舗からいただいた。海ゴミ買い取りは、今回 1 万円の予算をつけて無くなるまで買い取

るとし、5,400 円分（54 回）の水中ゴミ拾いが実現した。新しい切り口で面白くゴミ拾いを広

げる試みとして新聞にも取り上げられ、これから同じようにこの企画を導入するゴミ拾いイベ

ントが増えることを願う。来年の GW へ向けて、火気使用と課題を解決していく。 



 

2024 年 5 月 4 日の伊豆新聞、一面でカラー 

 

   

イベント全体のポスター              ビーチクリーン用のポスター 

 



   

ダイビングショップへ DM として送付＆川奈ダイビングサービスで配布したハガキ 


